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1．「おしゃべりミナト」は、なぜ生まれたか

　本稿は、筆者らが 2020年 7月および 9月に
実施した「東亜大学オンラインにほんご交流会
　おしゃべりミナト（1）」（以下「おしゃべりミ
ナト」）の実践報告である。交流会の企画、実
施、振り返りの報告を通して、コロナ禍におけ
る「ことば」と「こころ」を支える実践の意義
について考えてみたい（2）。
　2020年、COVID-19のパンデミックは、私
たちの生活に大きな変化をもたらした。多くの
人々がこれまでの生活様式、働き方、学び方、
人とのつながり方において新しい価値観と向き
合う一年となった。社会生活の大きな変化は、
筆者らの教育活動にも大きな影響を与えた。そ
れは、「学び」と「交流」の制約である。筆者
らの専門は日本語教育であり、日ごろから留学
生教育や多文化教育に携わっているが、これら
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の制約は、留学生の「ことば」と「こころ」に
関わる課題に結びついていた。例えば、「学び」
と「交流」の制約は、日本語を使ったコミュニ
ケーションの機会を奪った。オンラインの授業
では、通信環境等の問題により、これまでのよ
うな決まった時間に安定的な「Face to Face」
のコミュニケーションが可能な状況とはならな
かった。また、海外からの遠隔学習を継続して
いる学生の中には、学習進度や成果を実感でき
ないことに戸惑いを感じている学生もいるよう
であった。他方、学生の学外の生活に目を向け
れば、緊急事態宣言の発令以降、自粛期間が長
く続き、精神面にも大きな影響を与えていた。
家族から離れて生活する留学生は、この状況に
対して大きな不安感を抱いている。
　筆者らは、留学生が置かれたこうした状況か
ら、「ことば」と「こころ」を支える機会を作
ることが必要だと考えた。また、このような状
況は、留学生に限ったことではなく、日本人学
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生にとっても同様の課題であることか
ら、留学生と日本人学生の両方が参加
できるオンライン交流会を企画するこ
とにした。

2．「おしゃべりミナト」の立ち上げ

　筆者らは交流会の立ち上げに向け、
2020年 7月 7日に立ち上げミーティ
ングを行った。ミーティングでは、ま
ず、交流会の目的として次の 3点を共
有した。①生活の不安や心配事などを
気軽に話せる場をつくること　②安心して日本
語でおしゃべりできる場をつくること　③学
生、教員がゆるやかにつながる場をつくること
である。このような目的を設定したのは、学
年、学部、学科、本科、別科、国内、国外など
の枠を越えて、さらには言葉や文化を越えて、
だれもが、どこからでも参加できる場を目指し
たからである。そのため、いわゆる教室での授
業のような「教える－教えられる」関係性や、
厳格に管理された活動の流れといったものを重
視するのではなく、参加者一人ひとりに親しみ
やすい場となるように、参加者同士の関係性に
も内容にも曖昧さを持たせた「気軽」で「ゆる
やか」な「おしゃべり」の場になることを期待
した。
　交流会には、活動の目的に賛同した筆者らを
含む 7名の教員が参加した。7名の教員は、所
属学部、学科、専門分野を越えて集まったメン
バーである。また、交流会を運営する活動主体
については、まず 7名の教員で立ち上げるが、
その後は「学生サポーター」の参加も視野に入
れ、いずれは学生主体の活動になればよいとい
う意見が出された（「学生サポーター」につい
ては後述する）。
　第 1回の実施日は 7月 31日とし、広報につ
いてはチラシを作成し（図 1参照）、国際交流
センターを通して各学科へ連絡していただくと
ともに、ポータルサイトや授業にて発信した。
留学生別科においては、教員から学生向けに連
絡を行った。このように、様々なルートで多く
の学生の目に留まるよう心掛けた。参加申し込

みの方法は、Microsoft Formsを活用し、国
内外どこからでも申し込みができるようにし
た。
　第 1回のテーマは、「友だち作り」とした。
これは、対面授業の中止により学生同士がつな
がる機会が少なくなり、特に、新入生において
はこれからの大学生活に対する不安を抱えてい
ることが予想されたためである。この交流会を
通して、本学ならではの国や言葉を越えた新た
な友情を育むきっかけとなることを期待した。

3．第 1 回「おしゃべりミナト」の開催－初め
てのオンライン交流会－

　第 1回「おしゃべりミナト」には、関係各所
のご協力により 32名の申し込みがあった。そ
の内、当日参加できた学生は 20名であった。
表 1は当日参加者の詳細である。
　全体として留学生の 1年生が多かったが、一
方で、このような活動に関心を持ち、積極的に
申し込んでくれた日本人学生がいたことにも喜
びを感じた。17名の留学生の日本語レベルは、
N1～ N2程度の学生が 5名、N2～ N3程度の
学生が 6名、N3～ N4程度の学生が 3名、N4

～ N5程度の学生が 3名であった（自己申告に
よる）。また、ほぼ全ての学科（申し込みの段
階では全ての学科）からの参加があったことも
全学を対象とした活動として行うことの意義を
感じた。当日の活動の流れは、表 2の通りであ
る。ここでは、交流会で扱った「ZOOMマナ
ービデオ」の作成と上映について紹介したい。

図 1　広報チラシ
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　表 2　第 1回「おしゃべりミナト」の流れ

時間 内容

14：45 ZOOM入室開始

15：00 開会（あいさつ、趣旨説明）

15：05 アイスブレーキング「一番は誰だゲーム」

15：20 本活動の説明「共通点を探そう」

15：25 グループ活動（ブレークアウトセッション）

15：40 全体共有

15：50 閉会

　オンラインでの交流会は、教員にとっても学
生にとっても初めての経験であった。そこで、
オンライン交流会といういつもと異なるコミュ
ニケーションの場を共有するために「ZOOM

マナービデオ」を作成し、上映した。ビデオの
中では、次の 5点について共通認識を持っても

らうようお願いした。①「名前と顔を見せまし
ょう」　②「誰かが話すときは、ミュートにし
よう」　③「静かな場所で参加しよう」　④「「聞
いているよ」と伝えよう」　⑤「いつもより、
大きく、笑顔で」である（図 2参照）。これら
は、対面であれば自然と行われていることであ
るが、オンラインでは参加者一人ひとりの心が
けが必要な点である。目の前に相手がいないか
らこそ、より顔と顔を合わせ、関心を示し、心
を開いて、伝えあうことの重要性を理解しても
らいたいと考えた。特に、言語が異なる者同士
のコミュニケーションでは尚更重要な点だとい
える。
　第 1回交流会後に実施したオンラインアンケ
ートでは、参加者 20名中 13名が無記名で回答
した。アンケートの結果は以下の通りである
（図 3、表 3参照）。

表 1　当日参加者（学科別、学年別、留学生・日本人学生別、国内・国外別）

学科 人数 学年 人数 留学生・日本人学生 人数 国内・国外 人数

心理臨床・子ども 3名 1年生 17名 留学生 17名 国内 12名

国際交流 7名 2年生 2名 日本人学生 3名 海外 8名

スポーツ健康 0名 3年生 1名

医療工 3名 4年生 0名

健康栄養 1名

アート・デザイン 1名

トータルビューティ 1名

留学生別科 4名

図 2　ZOOMマナービデオ
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　アンケートの結果、参加者の 9割以上が交流
会に満足していると回答しており、その理由と
して教員や学生同士でつながりが持てたことが
あげられていた。特に、教員を含む参加者同士
の会話を楽しんでいる様子が窺えた。このよう
な参加者の実感には、関係性にも内容にも曖昧
さを持たせた「気軽」で「ゆるやか」な雰囲気
の影響もあったのではないだろうか。
　一方で、初めて留学生と交流し、うまく話せ
なかったという日本人学生の意見や、時間が足
りず十分な話ができなかったという意見もあっ
た。また、日本語初級レベルの留学生からは、
グループでのやりとりを理解するのが難しかっ
たという意見もあった。このような意見から、
参加者一人ひとりが言語や空間を越えたコミュ
ニケーションの中で満足感を得られるような足
場掛けをどのように行えるか、という課題も残
った。
　とはいえ、概ね高評価であり、13名全員が
「次回も参加したい」と答えるとともに、6名
の学生が「学生サポーター」としての関わりを
希望したので、第 2回交流会では、学生サポー
ターをメインファシリテーターとして実施する
こととした。学生が運営側に加わることで、母
語による発話のサポートなどが可能になり、日
本語能力に自信がない学生も参加しやすくなっ
たり、サポーター自身にも分かりやすいコミュ
ニケーションの姿勢に気付く機会となったりす
るのではないかと考えた。

4．第 2 回「おしゃべりミナト」の開催－学生
と共に創る活動へ－

　ここからは、第 2回交流会に関して、特に
「学生サポーター」の参加について紹介したい。
第 2回交流会を実施するにあたり、2020年 9

月 3日に第 1回交流会後に学生サポーターとし
ての参加を希望した学生たちとオンラインミー
ティングを行った。6名の希望者のうち 4名が
サポーターとして準備、運営に携わった。4名
は全員 1年生であり、留学生が 3名と日本人学
生が 1名であった。
　第 2回交流会では、第 1回から引き続き「友
だち作り」を大きな目的としつつ、参加者が話
しやすい話題として「食べ物」を扱うことと
し、テーマを「食べ物でつながろう」に設定し
た。また、前回は話す時間が十分に取れなかっ
たという意見が多かったため、前回の 1時間か
ら 2時間へと拡大することになった。その中身
は、活動時間 1時間 30分、自由交流時間 30分
とした。1時間 30分で一度会を終了し、その
後は特にテーマを決めない自由な交流時間とし
た。
　第 2回交流会の準備は、Slackというオンラ
インコミュニケーションツールを活用し、オン
ライン上の掲示板に学生や教員が話題を投げか
け、それに対して意見を出し合い、まとめてい
くという形で行い、学生と教員が共に創る活動
として計画され、参加教員らはメインファシリ
テーターである学生サポーターを支えるサブ・

図 3　交流会の評価

表 3　交流会の評価（理由　※一部抜粋）

・会ったことがない先生、初めて会ったお友達とおしゃべり
できて良かったです。

・皆と一緒にゲームをしたりしました。そして、同じ興味を
探しました。とても嬉しいでした。

・時間がちょっと短くてあまり話しませんでしたが、楽しか
ったです。

・多くの先生と友達と日本語で話ができるので、とても面白
いと思います。価値があります。

・留学生と交流する機会があったのは良かったのですが、う
まく話すことができなかったからです。

・先生の手助けがあったけど分け隔てなく交流できていたと
思う。

・先生や生徒と会話ができて楽しかったからです。
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ファシリテーターとしての役割を担った。
　第 2回交流会には、17名の申し込みがあっ
たが、実際に当日参加した学生は 4名であっ
た。そのため、参加者 4名と学生サポーター 4

名、教員 6名の計 14名による交流会となった。
当日の流れについては表 4の通りである。

　表 4　第 2回「おしゃべりミナト」の流れ

時間 内容

12：45 ZOOM入室開始

13：00 開会（あいさつ、趣旨説明）

13：05 アイスブレーキング「ことば当てクイズ」

13：20 本活動の説明「食べ物の紹介」

13：30
グループ活動（ブレークアウトセッション）
・グループ活動 2回（グループの入れ替え）

14：10 全体共有

14：30 自由交流

15：00 終了

　学生サポーターは、各活動の説明やまとめを
行うとともに、グループ活動では、サブ・ファ
シリテーターの教員とともにグループのやりと
りが活性化するよう努めた。
　また、学生サポーターの発案から生まれた自
由交流の時間も重要な意味があった。当初、筆
者らは、この時間を本活動終了後の「おまけ」
の時間と位置づけていたが、当日は、参加者全
員が本活動終了後も残り、テーマの「食べ物の
紹介」から話題を発展させていった。具体的に
は、一人の参加者が「日本での餃子の食べ方」
について話題を提供し、そこからやりとりが広
がっていったということがあった。この話題提
供がきっかけとなって参加者が意見を発表し、

さらには様々な食にまつわる話へと展開してい
った。この時間は、教員も学生も互いに気軽に
話す自由な時間となり、「おしゃべりミナト」
が目指す、「気軽」で「ゆるやか」な「おしゃ
べり」の場を作っていたといえる。それは、正
解のないコミュニケーションの場でもあった。

5．参加者の声

　ここまで全 2回の「おしゃべりミナト」の様
子について報告をしてきたが、参加学生は何を
感じていたのだろうか。今回、参加者の思いを
知る目的で、学生サポーター 2名にインタビュ
ー協力を依頼し、承諾を得ることができた。イ
ンタビューの実施概要については、表 5の通り
である。インタビュー実施前には調査目的と個
人情報への配慮を説明し、了承を得た。

5.1 A さん－「ちょっと安心しました」－
　まず、Aさんの声から紹介する。Aさんは
中国からの留学生（1年生）である。日本国内
から参加した。Aさんは、参加理由を「他の
人とおしゃべりして、他の国の文化を知りたい
と思ったから」と説明した。その背景には、4

月以降の遠隔授業で感じていた以下のような思
いがあったという。

インタビュー① インタビュー②

協力者 Aさん（留学生・中国・1年生） Bさん（留学生・韓国・1年生）

方法 ZOOMによる半構造化インタビュー メールによる回答

日時 2020/12/13（日）19時～ 20時 2020/12/14（月）

表 5　インタビューの実施概要　

K：気持ちとかはどうでしたか？
A：最初から、楽しいですが、学校に行かなくて自
分の寮で授業を受けます。でも、その後はイラ
イラします。

K：それは、なんで？
A：最初は、朝寝坊しても大丈夫です。朝ごはんを
食べながら授業を受けます。その後は、えー、
まだ学校の授業がないですか。学校に行きたい
と思いました。それは、気持ちがちょっと悪い
です。



36

コロナ禍における「ことば」と「こころ」を支える実践

　筆者（K）が、遠隔授業が始まった当初の気
持ちを聞いたところ、最初はこれまでとは違う
生活習慣を「楽しい」と思っていたが、次第に
苛立ちやストレスを抱えるようになっていった
といい、心境の変化があったことが窺える。A

さんは、コロナ禍の生活で母親や友人と母語で
不安な気持ちを共有していたようだが、日本語
で話せる相手はおらず、日本人学生とは「距離
感があります」と答えていた。
　そのような状況の中でこの交流会の案内を受
け取り、参加することを決めたという。Aさ
んは交流会に参加して、新しい語彙を知った
り、会話の練習が出来たりしたこと以外に、
「安心感」を得ることもできたという。

　Aさんは、「おしゃべりミナト」を通して、
みんなが同じ状況にいることを知り、安心感が
得られたと話した。Aさんは、今回の交流会
に参加して「やっぱり友だちは作りません（作
れません）」と話しており、気持ちを共有でき
る母語が通じる友だちのような存在を新たに作
ることはまだできていないようである。しか
し、自分の状況を話したり、他の参加者が近況
を話しているのを聞いたりすることで、自分と
重ね合わせ、共感していたということである。
それが、Aさんの「安心しました」という言
葉につながったのではないだろうか。

5.2 B さん－「土台になってくれるコミュニケ
ーションと時間が力になります」－

　次に Bさんの声を紹介する。Bさんは韓国
からの留学生（1年生）であり、国外からこの
交流会に参加してくれた。Bさんは、海外にい
たため日本語を使う機会も限られていた。以下
の記述は、国外で入国を待つ留学生の心境を表
現している。これが、Bさんが交流会に参加し
た大きな動機でもあった。

　入国ができない留学生にとって、このコロナ
禍の状況は、日本語学習の十分な機会が得られ
ないということだけでなく、学習動機や自分が
進むべき方向性など、大きく言えば、「生き方」
をも揺さぶるような出来事であったということ
が理解できる。しかし、交流会に参加すること
で、「（日本語を学ぶ）土台」が明確になり、自
分の学習意欲が再び湧いてきたという。そし
て、そのようなコミュニケーションの土台の一
部を支えていたのは、交流会の雰囲気であった
ということが窺えた。

　Bさんは、第 1回の「おしゃべりミナト」に
参加したときの印象をこのように記している。
ここで注目したいのは、Bさんが「軽い」や
「楽な」といった表現を用いているところであ
る。これは、教室での学習では感じられない雰
囲気だろう。教師が学習の流れを定め、それに
沿って進めていく授業ではなく、どのようなテ
ーマもやりとりも認められ、たとえ脱線したと
してもそこからさらに話題が発展していくよう
な「ゆるやかさ」が、逆に、Bさんの学ぶ意欲
やこれからの道筋を明確にするきっかけになっ
たということなのかもしれない。また、「おし
ゃべりミナト」の「ゆるやかさ」は、内容に対
してだけでなく、参加者同士の関係性において
もいえるだろう。交流会に参加した教員は、オ
ンライン上では、「先生」であって「先生」で
はないような曖昧な存在だったといえるかもし
れない。

特に今コロナ 19によって日本に入国が不可能な学
生たちにはもっと必要な交流会だと思います。日本
語を話せる機会が必要なだけでなく今のように長期
化する時間の中で多くの留学生たちは疲れて私がど
うして日本語を学ぶようになったのか、どうして日
本大学を選択したのかと絶えず悩みます。しかし、
交流会を通して、再び土台になってくれるコミュニ
ケーションと時間が慰めになり、力になります。

何よりも良かった点は軽い雰囲気でした。初めて会
う学生、先生間で曖昧な日本語実力で疎通ができる
かと悩みましたが、担当先生たちがもっと楽な雰囲
気で楽しむことができるようにプログラムを作って
くださってよかったです。

A：最初は、ほかの学生としゃべりません。一人で
孤独感があります。でも、このおしゃべりミナ
トに参加したら、みんな同じですね、と思いま
す。一人ではなくみんなも同じですね。

K：そういうことが分かって良かったことは？
A：ちょっと安心しました。
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6．「おしゃべりミナト」の意義－「ことば」と
「こころ」を支える実践として－

　以上が、交流会「おしゃべりミナト」の報告
だが、この実践は、参加者の「ことば」と「こ
ころ」に対してどのような意義があったのだろ
うか。
　アンケートやインタビューの結果から、ま
ず、留学生にとっては、日本人学生や教員との
おしゃべりなどの日本語による会話の機会とな
っていたことが分かる。Aさんも、他の学生
が話す言葉を聞いて、新しい表現を知ることが
できたと話してくれた。一方で、日本人学生に
とっては、留学生と日本語でやりとりをするこ
とでコミュニケーションについて考えるきっか
けになっていた。アンケートでは「（留学生と）
うまく話すことができなかった」という声があ
り、こうしたコミュニケーションへの気づきは
貴重な言語体験の一つといえる。
　しかし、交流会が「支えていた」のは、「こ
とば」の言語能力や言語技術の側面だけではな
く、学ぶ意味やこれまで・これからの生き方を
含む言語学習をめぐる参加者の意識でもあっ
た。Bさんにとって、「おしゃべりミナト」で
の交流が日本語を学ぶ理由や進むべき方向性を
支える一助となっていた。この交流会は、「こ
とば」を使うことや学ぶことそのものについて
考えさせるようなきっかけを参加者一人ひとり
に投げかけていたのかもしれない。
　一方で、「こころ」に着目すると、Aさんも
Bさんも交流会に参加することでそれぞれの心
配事や悩みから解放されるようなきっかけを得
ていたということが分かった。それは、コロナ
禍における社会状況への心配や、初めての遠隔
授業に対する戸惑い、日本語学習に対する焦り
などであった。Aさんは、他の参加者とのや
りとりの中で苦しい思いをしているのは自分だ
けではない、ということを実感していたし、B

さんも、他の参加者とのやりとりが、自分がな
ぜ日本語を学ぶのか、日本へ留学することを決
めたのかについて思い起こすきっかけとなって
いた。

　しかし、以上のような「ことば」や「ここ
ろ」をめぐる参加者の実感は、実際の交流会の
テーマとは直接的に結びつくものではない。で
は、なぜこのような実感が生まれたのだろう
か。それは、オンライン上での「確かなつなが
り」があったからではないだろうか。
　この「確かなつながり」を「対話的関係」と
いう言葉で考えてみたい。Seikkula & Arnkil

（2014＝ 2019）では、対話的関係は、個人の内
的志向に基づく「モノローグ」とは違い、社会
的な場に関わりを持つものであり、「発話を練
る際には、相手が答えるための余地」（p.182）
を残し、「答えるということは、話題を終了し
たり最終的な正解や解決法を与えたりすること
ではなく、むしろ議論のテーマの見通しをさら
に広げること」（同）だとしている。そして、
こうした対話的関係では、「発話者と対話者と
のあいだで言葉が共有」（同）され、その言葉
は、「発話者と対話者との双方に帰属すること
になる」（同）という。「おしゃべりミナト」の
交流も正解を持たないやりとりであり、やりと
りの「余白」が大きかったことが、参加者自身
が自己を表現し、受け入れられたり、他者の意
見を聞き、それを受け入れたりするような「確
かなつながり」へと発展し、それが参加者の
「ことば」や「こころ」をめぐる実感につなが
ったのではないだろうか。

7．おわりに

　本稿では、「東亜大学オンラインにほんご交
流会　おしゃべりミナト」について、企画、実
施、振り返りを報告した。そして、コロナ禍に
おける「ことば」と「こころ」を支える実践の
意義について考えてみた。今回の交流会の根底
には、「ゆるやかさ」が流れており、それが
「確かなつながり」を支えていたといえる。そ
れは、オンラインであってもオンサイトであっ
ても交流活動を考える時の重要な視点なのかも
しれない。第 1回交流会でこんな場面があっ
た。グループ活動をする際、ZOOMのブレイ
クアウトセッションという機能を活用したが、
20名と参加教員のグループ分けをする際に時
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間がかかってしまった。本来ならば、このよう
な時間は活動の流れが止まり、スムーズな進行
を妨げる要因としてなるべく排除したいところ
であるが、実は、この時間にテーマとは関係の
ない雑談や普段は聞けないような教員と学生の
会話などが行われ、交流の場が和やかに盛り上
がったのである。こうした「ゆるやかさ」は、
場の「余白」となり、それは、議論の「余白」
や学びの可能性の「余白」につながっていくの
ではないだろうか。

　今回は、コロナ禍において実施したオンライ
ン交流会を通して考えたことを報告したが、こ
こで考えたことを今後の教育活動にもつなげて
いきたい。本実践報告が読者の方の実践を振り
返るきっかけとなれば幸いである。
　最後に、本実践を行う上で多大なご協力を頂
いた、東亜大学国際交流センターおよび交流会
の企画、運営に携わってくださった先生方に深
く御礼申し上げたい。

〔注〕
（1） 「おしゃべりミナト」というネーミングは、

人、モノ、文化が交差する下関の港のよう
に多様な学生が集まり、交流できる場を作
りたいという思いと、皆と気軽なおしゃべ
りを通して、参加者のことばとこころを支
える場を作りたいという思いを重ねたもの
である。ネーミングを考える上で、日本語
を学び始めたばかりの留学生にとっても親
しみやすい言葉となるよう配慮した。

（2）  本稿では、ひらがな表記の「ことば」、「こ
ころ」を用いる。それは、コロナ禍におけ
る学生を取り巻く様々な社会状況から、参
加者が交流会に参加した目的は多様で複雑
であり、その全ての参加者の目的を包摂す
るような表記としたかったからである。参
加者の中には、日本語の上達（語彙の学習
や会話の練習）が目的であったかもしれな

いし、自己を表現しながら友だちを作るこ
とが目的であったかもしれない。不安感を
とにかく聞いてもらい、安心できる場を求
めたかもしれないし、気軽で楽しいおしゃ
べりの場を期待していたかもしれない。ひ
らがな表記によって言葉の解釈の可能性を
開くことで、様々な意味合いを持たせたい
と考えた。
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